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子どもたちに地元
で捕れた食材を味
わってもらおう
と、菰野の山で捕
れた鹿肉を使った
カレーを振る舞う
子ども食堂を町農
村センターで毎月、

開催しています。大人、子ども問わず参加でき、鹿肉
は圧力鍋を用いて加工されているので柔らかくてクセ
がなく、子どもでも食べやすく仕上げられています。

会場 菰野町農村センター
（菰野町潤田4418）

日程 土
これまで鹿や猪を獲っても町内で解体処理できる
施設はなく、猟師が自分で食べるくらいしか使い
道がありませんでした。それでは生き物たちに申
し訳ないと思い、解体処理できる施設を設けまし
た。やるからには商品としてとことん良いものを追求したいという
思いから厳しい管理基準をクリアし、「みえジビエ」としてのブラン
ドも獲得しました。そのおかげで町内のホテルや旅館でも提供でき
る体制が整いつつあります。鹿や猪の部位ごとの提供やハクビシン
やヌートリア、アナグマといった変わり種も提供し、無駄な部分が
一切ないジビエを必要とされる方に100％届けたいと思っています。

子ども食堂

子ども食堂では日本中の鹿による
被害などを教えつつ、捕獲された
鹿の８～９割は焼却処分されてい
る現状も子どもたちに伝えていま

す。そんな現状を憂い、薬や不要なものを一切摂取し
ていない自然のままの味を体感してもらいたくて、地
元の山で捕れた鹿肉を提供しています。自分たちが住
んでいる山の動物たちの存在を食を通じて知り、それ
を食べて「ごちそうさま、ありがとう」と言える子ど
もが大きく育ってくれればと思い、活動しています。
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さ
れ
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。
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今年最後の開催 子ども食堂

料金 無料

子ども食堂で鹿肉を提供
山
の
恩
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を
得
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生
き
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間
だ
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り
ま
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、
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な
動
物
た
ち
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時
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し
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時
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目
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友
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皆
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活
動
を
追
い
ま
し
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。
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今年最後の開催は大人500円
のところ、特別に大人も無料
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▲菰野町猟友会は約 50 人の会員が
所属し、獣害に対処しています。

自 近
年
拡
大
傾
向
に
あ
る
鳥
獣
被
害

然
あ
ふ
れ
る
山
が
あ
れ
ば
切
っ
て

も
切
り
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せ
な
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課
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っ
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生
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と
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存
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山
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も
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動
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息
し
、
鹿
は
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や
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の
新
芽
を
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べ
て
森
林
の
生
育
に
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影
響
を
及
ぼ
し
、

猪
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猿
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時
に
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下
り
農
作
物
や
人
に
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え
る
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あ
り
ま
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も

多
く
目
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れ
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に
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る
に
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に
防
護
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設
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な
け
れ
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な
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な
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農
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を
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ま
せ
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っ
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。
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害
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
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や
猟

銃
に
よ
る
野
生
動
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の
駆
除
を
担

う
の
が
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町
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友
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で
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。
会
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
狩
場
で
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や
猟
銃
を
用
い
た
狩
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を
行
い
、
有
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鳥
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に
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し
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。
菰
野
町
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友
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で
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瀬
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郎
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影
響

で
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頃
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猟
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し
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。
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験
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↘

▶ 町内での有害鳥獣捕獲頭数の推移

▲猪、猿は捕獲頭数が近年増加しており、農作
物への被害額も多くなってきています。

山特集
に魅せられて
Discovering the value of mountains
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大
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瀬
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、
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撃
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友
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い
ま
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。「
猟
の
現
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で
は
、
猟

犬
で
追
い
込
み
狙
い
を
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ま
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が
、
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に
は
１
時
間
も
２
時
間
も
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を
待
つ
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り
ま
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。
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生
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に

行
う
狩
猟
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に
難
し
い
。
た
だ
難
し
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き
金
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引
い
た
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間
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は
、
何
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も
代
え
が

た
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達
成
感
が
あ
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、
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と
き
ど
き
の

シ
チ
ュ
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も
鮮
明
に
覚
え
て
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ま
す
ね
」
と
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瀬
さ
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は
語
り
ま
す
。
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。
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が
最

も
腐
り
や
す
い

た
め
、
私
は
徹

底
的
に
血
抜
き

を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
臭

み
が
な
い
ジ
ビ

エ
だ
と
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ね
」
と
念
願

の
オ
ー
プ
ン
に

至
っ
た
嬉
し
さ

か
ら
棚
瀬
さ
ん

は
笑
み
を
浮
か

べ
ま
し
た
。

　
「
私
の
手
に

▲仕掛けた罠は獣がかかっていない
か一日一回、必ず見回らなければ
ならず、罠の整備も必要

◀罠にかかった猪を近場で入念に水
洗いし、汚れや害虫を落とす

所在地 菰野町下村1689-1

▲ジビエだけでなく、狩猟用品・
射撃用品も取り扱っています。

TEL 070-2622-0200
定休日 不定休

よ
っ
て
何

百
頭
も
獣

た
ち
が
処

理
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
う
思
う

と
命
の
重

さ
に
正
直
、

想
い
が
込

み
上
げ
て
く
る
時
も
あ
り
ま
す
。で
す
が
、

有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
て
く
れ
る
存
在
と
し

て
近
年
は
猟
友
会
に
多
く
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
そ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

自
然
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
棚
瀬
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

▲処理施設には金属探知機など
さまざまな機材を導入し、管
理基準を満たしている。

広報こもの
№772
６

Topics

2山
で
狩
る

獣
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命
と
向
き
合
い
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

で
も
猟
師
を
続
け
る
以
上
、

自
然
と
向
き
合
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


